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第９
回 通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
全議案とも可決・承認いただきました。

第1号議案 平成２１年度事業報告及び剰余金処分案承認の件

◎五島農業と主要事業の概要
デフレスパイラルも懸念されるなど、

国内経済は低迷を続けました。しかしな

がら、管内では、子牛価格も回復の兆し

を見せ、台風等自然災害も少なく、五島

農業にとっては良好な年でした。

ちなみに、農産物価格が低迷する中に

あって、畜産・畑作の振興と値決め契約

による販売に力を入れたことから、今年

度の農産物販売高は過去十年来では最高

の３２億７千万となりました。

◎総合収支実績
主要事業の取扱量についてはバラツキ

はありましたが、合理化・効率化に努め

た結果、各事業とも収支が計画を上回る

とともに、事業管理費が予算内で抑えら

れたことによって、事業利益で計画対比

１０９百万円増の１５１百万円となりました。

これにより事業管理費率については

９４．０７�に抑えることができました。
また、２１年度についても不良債権の回

収・流動化が図られ貸倒引当金戻入益・

償却債権取立益を計上できるなど特別利益によって、最終的には当期剰余金の計画１８９百万円

を上回る２１６百万円を計上することができました。剰余金の処分については固定比率の改善や

目的積立金の積増し等、付加資本の増強に充てさせていただきます。組合員への配当は、前年

度同様の１�の出資配当と、厳しい経済情勢の中、このような決算をすることができたのもひ
とえに、ご利用いただいた組合員皆様のお陰であると考え、事業利用高に応じた配当・還元（３．５

�）を実施させていただきます。
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（単位：円）

金額

２９０，５３３，９５０

２３０，３９４，１７７

１００，０００，０００

８０，０００，０００

１９，９１４，４３８

３０，４７９，７３９

６０，１３９，７７３

科目

１ 当期未処分剰余金

２ 剰余金処分額

�利益準備金
�任意積立金
�出資配当金
�事業分量配当金
３ 次期繰越剰余金

◎第９年度剰余金処分案
（注）１．出資配当は年１％の割合とする。

但し、出資配当は原則として全額を出資予約貯金に

振込み、一口に達した場合は出資金に振り替えさせて

いただきます。

２．事業分量配当は、肥料、飼料、農薬の取扱高の３．５％

とする。

但し、特別配当は原則として全額を回転出資金とさ

せていただきます。

３．次期繰越剰余金には、教育、生活・文化改善の費用

に充てるための繰越額１５，０００千円が含まれています。

第2号議案 新中期経営計画設定の件

◎新中期経営計画の基本テーマ「チャレンジ」
� 農畜産物販売高４０億円（２４年度末）へのチャレンジ

有利販売やファーマーズ・マーケット等、農家組合員の生産意欲を掻き立てるような販売戦

略に力を入れ、計画最終年度での畜産２３，４億円、農産園芸１６，６億円の販売高実現を目指す。

� 組合員、地域住民、役職員のバランスのとれた３者満足の実現へのチャレンジ

ＪＡを構成する組合員と利用者である地域住民、そして運営に携わる役員や働いている職員、

それぞれの立場で十分に納得できる関わり方・組織の在り方を追求する。

� 五島市、新上五島町におけるＪＡの存在感と社会的地位確立へのチャレンジ

事業量や職員数等、地域へ与える影響や組織の公的性質を踏まえ、地域社会で信頼される組

織としての自覚と誇りを持って組織運営と事業活動に邁進する。

� 毎期配当可能な安定的利益水準実現へのチャレンジ（事業管理費率９５�）
独立した経済活動を行う組織であることから安定的な経営を維持していくことは勿論のこと、

特に金融機関として求められる財務基盤の強化に引き続き取組む。

第3号議案 平成２２年度事業計画設定の件
１．経営管理部門

将来に向け経営基盤を磐石なものとするため、財

務体質の強化と経営資源（人財、施設、資金）の効

率的活用になお一層取り組みます。

２．営農指導・販売事業

営農指導においては、更なる栽培技術の向上に向

け自己研鑽に努め、栽培技術の普及を図る。

さらにＪＡ直営精米施設からの地場産米の供給と、

本年度設置予定のファーマーズ・マーケットへの販売品供給に向け新規品目の推進を行うとと

もに「地産地消」の取り組みを強化する。また、契約販売品目・契約数量の拡大を図ります。
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３．信用事業

組合員や地域住民の利用者満足度向上を事業運営の出発点とし、地域に愛され、信頼される

金融機関を目指します。

４．共済事業

ＪＡ共済は、「相互扶助」を事業活動の原点とし、組合員・利用者の信頼と期待に応え、「安

心」と「満足」を提供し、最良の保障・価格・サービスによる「ひと・いえ・くるまの総合保

障」の提供を通じて、組合員・利用者の豊かな生活づくりに努めます。

５．生産・生活・店舗事業

多様化する組合員・利用者のニーズに応えうる事業体制と機能を整備、良品質適正価格資材

の安定供給に努め、地域住民に選ばれる満足度の高い事業を展開する。又、計画購買・配送の

効率化等により流通コストの削減を図り、合理的効率的な事業の再構築へ積極的に取組むと共

に、担い手、集落営農組織、大規模農家への対応強化に努めます。

（その他の事業は省略）

第8号議案 定款の一部変更の件

◎変更理由
� 農地法等の一部を改正する法律の施行に伴い、ＪＡにおいて農地保有合理化事業が実施で

きないことにより、所要の変更を行う。

� 定款付属書総代選挙規程において、現在の正組合員数を踏まえた総代数の適正な再配分を

行うため所要の変更を行う。

変更理由�により変更しようとする新旧定款附属書総代選挙規程抄本

改 正 後
総代数（人）

３０
２３
３３
１６
５０
４６
２１
３４
３８
４１
３０
３２
１８
１３
２４
５１
５００

選挙区
福江・奥浦区
大津区
崎山区
久賀区

本山・大浜区
富江区
玉之浦区
三井楽区
岐宿区
山内区
若松区
青方区
上郷区
新魚目区
北魚目区
有川区
合計

改 正 前
総代数（人）

３０
２４
２８
１９
５０
４７
２４
３２
３３
３６
２９
３３
２０
１３
２５
５７
５００

選挙区
福江・奥浦区
大津区
崎山区
久賀区

本山・大浜区
富江区
玉之浦区
三井楽区
岐宿区
山内区
若松区
青方区
上郷区
新魚目区
北魚目区
有川区
合計
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こ
の
ほ
ど
、

三
井
楽
地
区
集

荷
施
設
で
春
い

ん
げ
ん
出
荷
目

揃
会
を
行
い
ま

し
た
。
同
会
で

は
平
成
二
十
二

年
産
春
い
ん
げ

ん
出
荷
計
画
、

出
荷
規
格
な
ど

を
協
議
し
ま
し

た
。平

成
二
十
二
年
産
春
い
ん
げ
ん
の
出
荷
は
、

生
産
者
五
八
戸
で
作
付
面
積
約
二
�
、
約
二
七

�
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
六
四
戸
で

あ
っ
た
昨
年
に
比
べ
る
と
生
産
者
戸
数
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
作
付
面
積
や
出
荷
量
は
平
年

並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
産
春
い
ん
げ
ん
は
二
月
下
旬

か
ら
三
月
上
旬
に
か
け
て
種
蒔
き
が
行
わ
れ
、

五
月
か
ら
出
荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
低
温
や
日

照
不
足
の
影
響
を
受
け
、
例
年
に
比
べ
遅
め
の

出
荷
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
気
候
も
安
定

し
、
順
調
な
生
育
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
適
期
収
穫
や

栽
培
履
歴
の
記
帳
及
び

回
収
を
徹
底
す
る
こ
と

で
、
面
積
拡
大
や
出
荷

量
の
増
加
に
取
り
組
む

方
針
で
す
。（
六
月
十

九
日

日
本
農
業
新
聞

掲
載
）

Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
管
内
で
あ
る
五
島
市
立
奥
浦

小
学
校
で
は
六
月
四
日
、
全
児
童
五
二
名
と
教

職
員
、
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
を
含
め
た
約
六
〇
名
が

参
加
し
、
平
成
二
十
二
年
度
い
も
の
苗
さ
し
会

を
行
い
ま
し
た
。

同
校
で
は
昨
年
か
ら
食
農
教
育
の
一
環
と
し

て
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
さ
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
Ｊ
Ａ
や
地
域
の
方
々
か
ら
送
ら
れ
た
計

三
〇
〇
本
の
苗
を
、
地
域
住
民
か
ら
借
り
た
約

二
〇
〇
平
方
�
の
畑
に
植
え
ま
し
た
。
畑
の
隣

で
は
今
後
、
田
植
え
も
予
定
し
て
お
り
、
全
て

の
作
業
を
児
童
が
行
い
ま
す
。

今
回
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
十
一
月
頃
に
児

童
の
手
で
収
穫
さ
れ
、
一
月
頃
に
は
こ
の
サ
ツ

マ
イ
モ
と
児
童
が
育
て
た
米
を
使
用
し
て
、
五

島
名
産
の
か
ん
こ
ろ
餅
作
り
を
行
う
予
定
で
す
。

才
津
律
子
校
長
は
「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
さ
し

か
ら
収
穫
を
経
て
、
か
ん
こ
ろ
餅
を
作
る
一
連

の
活
動
を
通
し
て
、
地
元
の
食
物
に
興
味
や
関

心
を
抱
き
、
食
物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
や
友

達
、
異
学
年
と
協
力
す
る
態
度
を
養
っ
て
欲
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
食
農
教
育

や
地
産
地
消
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。（
六
月

十
七
日

日
本
農
業
新
聞
掲
載
）

六
月
八
日
、
上
五
島

地
区
の
四
箇
所
（
奈
摩
、

青
砂
、
浦
桑
、
丸
尾
）

で
上
五
島
地
区
支
店
再

編
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
再
編
で
は
金
融

機
関
と
し
て
の
機
能
強

化
を
目
的
に
効
率
的
店

舗
配
置
の
実
現
と
積
極

的
に
出
向
く
渉
外
活
動

体
制
を
構
築
し
な
が
ら

専
門
性
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

同
説
明
会
で
は
「
再
編
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
農
業
新
興
を
行
う
の
か
」、「
再
編
に
よ
っ

て
近
く
に
支
店
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
肥
料

な
ど
の
購
入
は
ど
う
な
る
の
か
」
な
ど
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
こ
う
し
た
質
問
に
対
し
「
支
店
再

編
が
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
最

大
限
の
努
力
を
し
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
が
組
合
員
の

皆
様
の
と
こ
ろ
へ
出
向
く
こ
と
で
、
従
来
の

窓
口
で
の
サ
ー
ビ
ス
よ
り
も
Ｊ
Ａ
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
頂
き
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
今
回
の
説
明
会
で
の
質
問
や
そ

の
回
答
を
取
り
ま
と
め
て
配
布
す
る
な
ど
、

今
後
も
組
合
員
の
不
安
解
消
に
努
め
る
方
針

で
す
。（
六
月
二
十
二
日

日
本
農
業
新
聞

掲
載
）

順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調ななななななななななななななななななななななな生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ででででででででででででででででででででででで出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量ももももももももももももももももももももももも平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並 －ＪＡごとう春いんげん出荷目揃会－

みんなで力を合わせて －奥浦小３００本の苗さし会－

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっとととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
－上五島地区支店再編説明会－

今今月月ののススポポッットト

▲奈摩地区での説明会

▲平成２２年産春いんげん

▲いもの苗さしを行う児童

▲三井楽施設での目揃会
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富
江
支
店
管

内
で
は
六
月
十

四
日
、
富
江
幼

稚
園
の
園
児
約

四
〇
名
が
ト
マ

ト
狩
り
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の

ト
マ
ト
狩
り
で

は
農
家
の
協
力
を
得
て
、
出
荷
を
終
え
た
ハ
ウ
ス
の
残
っ

た
ト
マ
ト
を
園
児
が
収
穫
し
ま
し
た
。

富
江
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
が
企
画
し
て
お
り
、
同

会
の
尾
崎
克
厚
会
長
が
市
役
所
で
農
政
を
担
当
し
て
い
た

四
年
前
か
ら
報
道
関
係
者
も
招
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
食
農
教
育
と
五
島
の
特
産
物
で
あ

る
五
島
ル
ビ
ー
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
た
宣
伝
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
を
行
っ
た
富
江
幼
稚
園
の
堤
智
代

子
先
生
は
「
食
べ
物
が
元
気
の
源
で
あ
る
こ
と
や
育
て
た

方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
の
体
験
を
通
し
て
養
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
赤
く
実
っ
た
ト
マ
ト
を
口
に
頬
張
り
な
が

ら
収
穫
し
、
袋
い
っ
ぱ

い
に
入
っ
た
ト
マ
ト
を

手
に
笑
顔
で
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
農
家
の
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し

た
。（
六
月
二
十
四
日

日
本
農
業
新
聞
掲

載
）

六
月
十
五
日
、

平
成
二
十
二
年
産

夏
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
出
荷
会
議
を
本

店
で
行
い
ま
し
た
。

同
会
議
に
は
約
二

五
名
が
出
席
し
、

平
成
二
十
二
年
産

春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
出
荷
実
績
や
市

場
情
勢
の
報
告
、
及
び
夏
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

出
荷
計
画
や
出
荷
規
格
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。平

成
二
十
二
年
産
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
六

四
三
�
と
、
六
五
一
�
だ
っ
た
前
年
に
比
べ
て

栽
培
面
積
は
下
回
る
も
の
の
、
ハ
ウ
ス
の
管
理

を
徹
底
す
る
こ
と
で
収
量
は
約
四
八
�
と
前
年

の
約
四
一
�
を
上
回
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
産
夏
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
四

月
二
十
日
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
立
茎
を

行
っ
て
お
り
、
七
月
中
旬
か
ら
下
旬
が
出
荷
の

ピ
ー
ク
と
な
る
見
込
み
で
す
。
平
成
二
十
一
年

産
夏
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
約
五
七
�
の
出
荷
量

で
し
た
が
、
平
成
二
十
二
年
産
は
そ
れ
を
上
回

る
約
六
〇
�
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
計
画
的
な
生
産
や
出
荷
を
行
う
こ
と

で
、
市
場
で
の
五
島
産
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
銘
柄

を
確
立
す
る
方
針
で
す
。（
六
月
二
十
二
日

日
本
農
業
新
聞
掲
載
）

六
月
十
八
日
、
平
成
二
十
二
年
産

春
カ
ボ
チ
ャ
出
荷
目
揃
会
を
崎
山
地

区
集
荷
施
設
で
行
い
ま
し
た
。
同
会

で
は
、
平
成
二
十
二
年
産
春
カ
ボ

チ
ャ
の
出
荷
計
画
や
出
荷
規
格
等
を

確
認
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
産
春
カ
ボ
チ
ャ
の

出
荷
は
六
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
、
七

月
中
旬
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
、
約

一
九
四
�
の
出
荷
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
早
い
と
こ
ろ
で
は
二
月
下
旬
か

ら
定
植
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
低

温
や
日
照
不
足
の
影
響
で
収
穫
は
平

年
よ
り
一
週
間
か
ら
十
日
程
度
遅
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
月
二
十
七
日

の
霜
の
影
響
を
受
け
て
収
量
も
平
年

の
一
割
程
度
減
少
し
て
は
い
る
も
の

の
、
価
格
は
平
年
よ
り
高
め
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
販
売
単

価
に
つ
い
て
は
平
年
を
上
回
る
見
込

み
で
す
。（
六
月
二
十
六
日

日
本

農
業
新
聞
掲
載
）

両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいにににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに －富江幼稚園トマト狩り－

五島産銘柄の確立を目指して －平成２２年産夏芽アスパラガス出荷会議－

販販売売単単価価平平年年をを上上回回るる －平成２２年産春カボチャ出荷目揃会－

▲トマト狩りの様子

▲平成２２年産夏芽アスパラガス
出荷会議

▲平成２２年産春カボチャ出荷目揃会

▲とりたてのトマトを頬張る園児

今今月月ののススポポッットト
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………………………………………………………………………

Ｊ
Ａ
ご
と
う
女
性
部
は
六
月
八
日
、

共
同
購
入
商
品
講
習
会
を
上
五
島
支

部
で
行
い
ま
し
た
。
同
講
習
会
に
は

約
二
五
名
が
参
加
し
、
主
に
酢
を

使
っ
た
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

同
講
習
会
で
は
夏
を
元
気
に
乗
り

切
る
料
理
を
テ
ー
マ
と
し
て
実
習
を

行
い
、
共
同
購
入
商
品
で
あ
る
ら
っ

き
ょ
う
酢
や
五
倍
酢
の
他
に
梅
干
し

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
、
部
員

間
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
豚
ず
し
や
お
か
ら
サ
ラ
ダ
、
な
す

ゼ
リ
ー
な
ど
全
六
品
に
挑
戦
し
、
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
互
い
に

協
力
し
な
が
ら
調
理
し
ま
し
た
。

調
理
後
は
完
成
し
た
料
理
の
試
食

会
も
行
い
、
参
加
者
か
ら
は
「
簡
単

に
で
き
る
上
に
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て

夏
に
は
最
高
」
と
好
評
で
し
た
。

今
後
も
女
性
部
は
共
同
購
入
の
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
活

動
を
通
し
て
若
い
人
の
参
加
も
促
す

方
針
で
す
。

Ｊ
Ａ
ご
と
う
女
性
部

富
江
支
部
は
六
月
十
八

日
、
富
江
支
店
管
内
に

あ
る
五
島
市
立
富
江
中

学
校
で
「
地
域
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
教
室
」

を
行
い
ま
し
た
。
同
校

の
第
二
学
年
三
一
名
と

教
職
員
、
女
性
部
を
含

め
た
約
四
〇
名
で
富
江

地
区
の
特
産
物
で
も
あ

る「
五
島
ル
ビ
ー
」を
調

理
し
ま
し
た
。

こ
の
料
理
教
室
は
地
域
の
食
材
を
使
う
こ
と
で
親
し

み
を
持
っ
て
調
理
を
し
、
日
常
食
や
地
域
の
食
材
を
生

か
し
た
調
理
の
工
夫
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
女
性
部
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
地
元
産
ル
ビ
ー
ト
マ
ト
の
ミ
ー
ト

ソ
ー
ス
、
三
井
楽
地
区
の
大
豆
を
使
っ
た
豆
腐
、
そ
の

豆
腐
か
ら
で
き
た
お
か
ら
を
使
っ
た
お
か
ら
団
子
の
全

三
品
を
調
理
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
完
成
し
た
料
理
を
家
庭
科
の
時
間
に
制

作
し
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
や
は
し
入
れ
と
一
緒
に
並

べ
、
試
食
し
ま
し
た
。

試
食
し
た
生
徒
た
ち
は

「
お
い
し
く
で
き
て
よ

か
っ
た
。
家
で
も
家
族

に
作
っ
て
あ
げ
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

今
後
も
女
性
部
は
料

理
教
室
な
ど
で
地
域
の

食
材
を
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
、
地
域
の
交
流
を

深
め
て
い
く
方
針
で
す
。

Ｊ
Ａ
ご
と
う
西
部
支
店
管
内
の
五

島
市
立
山
内
小
学
校
で
は
六
月
十
八

日
、
児
童
に
よ
る
田
植
え
を
実
施
し

ま
し
た
。
田
植
え
は
児
童
二
一
名
と

教
職
員
や
保
護
者
、
青
年
部
を
含
め

た
約
三
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
田
植
え
は
毎
年
行
っ
て
お
り
、

同
校
で
は
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
た

地
域
の
現
状
や
地
域
性
を
知
り
、
ふ

る
さ
と
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
青
年
部
で

は
、
こ
う
し
た
学
校
の
取
り
組
み
を

支
え
て
い
こ
う
と
、
食
農
教
育
を
兼

ね
て
毎
年
田
植
え
の
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

参
加
し
た
児
童
は
最
初
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
田
植
え
を
行
っ
て
い
た
も

の
の
、
田
ん
ぼ
の
感
触
を
楽
し
み
な

が
ら
約
一
時
間
ほ
ど
で
田
植
え
を
終

え
ま
し
た
。
植
え
た
苗
は
今
後
も
児

童
の
手
で
稲
刈
り
や
脱
穀
、
収
穫
が

行
わ
れ
、
試
食
会
も
実
施
す
る
予
定

で
す
。

さっぱり料理で夏も元気に －ＪＡごとう女性部共同購入商品講習会－

地域の食材を活かして －五島市立富江中学校の食農教育－

ふるさとの良さを再発見 －五島市立山内小学校の田植え－

女性部の活動

青年部の活動

▲調理した料理の試食会

▲豆腐作り

▲おから団子作り

▲田植えを行う児童

ごとう 8
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でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

中
村
さ
ん
は
奥
様
と
お
二
人

で
ナ
ス
、
大
葱
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
野
菜
を

約
一
〇
�
の
畑
で
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。

農
業
を
始
め
る
前
は
輸
送
船

に
乗
ら
れ
て
い
た
中
村
さ
ん
。

奥
様
が
田
ん
ぼ
を
持
っ
て
い
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
退
職
後
、

農
業
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

毎
朝
自
分
達
で
作
っ
た
野
菜
を
収
穫
し
、
取
れ
た
て
の
野
菜

を
使
っ
て
朝
食
を
作
る
そ
う
で
す
。「
自
分
達
で
育
て
た
お

い
し
い
野
菜
を
食
べ
た
時
に
農
業
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
と

思
う
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
直
売
所
以
前
の
朝
市
の
頃
か
ら
週
に
一
回
、

野
菜
を
納
入
し
て
自
分
達
で
野
菜
を
売
ら
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
現
在
で
は
直
売
所
に
野
菜
を
納
入
さ
れ
て
い
て
「
毎
日

全
て
の
野
菜
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
嬉
し
い
」
と
話
し
て

く
だ
さ
り
、

地
産
地
消

の
活
動
に

も
大
き
く

貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
店河

内

和
紀

こ
れ
ま
で
に
購
買
、
広
報

を
担
当
し
、
初
め
て
ラ
イ
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
Ｌ
Ａ
）
と

な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、

も
っ
と
も
苦
手
な
分
野
で
は

あ
り
ま
す
が
、
苦
手
分
野
の

克
服
が
で
き
る
と
思
っ
て
お

り
、
先
輩
Ｌ
Ａ
に
学
び
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

共
済
推
進
を
行
う
上
で
の

モ
ッ
ト
ー
は
「
笑
顔
」
で
す
。

「
笑
顔
」
で
組
合
員
や
地
域

の
皆
様
に
接
し
、共
済
の「
ひ

と
、
い
え
、
く
る
ま
」
の
情

報
や
、
Ｊ
Ａ
の
役
立
つ
情
報

を
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り

ま
す
が
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

上
五
島
支
店

白
石
真
希
男

四
月
よ
り
Ｌ
Ａ
と
な
り
、

当
初
は
自
分
に
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
？
と
い
う
不
安
で
一

杯
で
し
た
が
、
先
輩
Ｌ
Ａ
や

支
店
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
頂

き
な
が
ら
、
共
済
推
進
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に

組
合
員
、
利
用
者
様
と
の
ふ

れ
あ
い
の
時
間
が
多
く
と
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

訪
問
先
で
各
種
事
業
の
相

談
・
問
い
合
わ
せ
を
多
く
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

分
か
り
や
す
く
、
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
の
で
き
る
Ｌ
Ａ
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

南松浦郡新上五島町青方郷
なかむら えい し ろう

中村 栄四郎さん（８１）
フクさん

ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

▲中村さんの畑

▲中村栄四郎さん

▲中村さんご夫妻

ごとう9
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本格麦焼酎「太陽と緑 五島がうまい」は、原
料や麹に五島産大麦「ニシノホシ」を１００�使用し
たＪＡごとうのプライベート・ブランド商品です。
◎お問い合わせ先・取扱店は……

各Ａコープ または ＪＡごとう経済部ＪＡグ
リーンまで �０９５９‐７４‐１２００

五島の大自然の中で農家の方々が丹精込めて
育て上げたお米をＪＡごとうで検査・精米しました。
五島の味を、是非ご賞味ください。
◎お問い合わせ先・取扱店は……

各Ａコープ または 各支店・各出張所まで

太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太
陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽
と
緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑

五
島
が
う
ま
い

Ｊ
Ａ
直
営
販
売

五
島
の
米

ごとう 10
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実施内容

○第１回防疫支援対策として１農家に１本消毒液無料配布

（下五島地区牛疫病対策協議会より塩素系消毒薬ハイター）

（上五島地区家畜疾病対策協議会より塩素系消毒薬ハイター）

（下五島地区豚疾病対策協議会より塩素系消毒薬アンテックビルコン）

○肉用牛部会役員会の開催

・５月せり市開催の延期を決定

・防疫対策（消毒）を徹底して行う

○五島市に防疫対策の支援要請を行う（常勤役員・馬場部会長）

・空港及び港における消毒実施（水際対策）の要請

・市民に対する旅行（南九州）自粛の広報要請

・せり市開催延期に伴う子牛価格補填事業の条件緩和の要請

○福江空港及び各商船会社へ消毒協力の要請

○空港及び港における消毒（水際対策）の実施

○第２回防疫支援対策として１農家に１本消毒液無料配布

（下五島地区牛疫病対策協議会より塩素系消毒薬ハイター）

（上五島地区家畜疾病対策協議会より塩素系消毒薬ハイター）

（下五島地区豚疾病対策協議会より塩素系消毒薬アンテックビルコン）

○理事会において経営支援策を決定

・子牛代金販売仮渡しの実施（１頭２０万円）

・１頭につき飼料を２俵無料配布

○長崎県ＪＡグループ口蹄疫対策本部より消毒薬（消石灰）の無料配布（４００俵）

○五島市に対してアイアンマン開催延期の要請を行う（ＪＡ常勤役員・ごとう農協用

牛部会長・田尾畜産協同組合理事長）

○五島市長及び五島市議会議長に対してアイアンマン開催延期の要望書提出

・出席者３３名（ＪＡ常勤役員・ごとう農協用牛部会各支部正副支部長・田尾畜産理

事長・坂井ごとう農協養豚会長・畜産担当者）

○第３回防疫支援対策として消毒薬（消石灰・クレンテ）の無料配布

・消石灰１農家３俵無料配布（ごとう農協より２俵、五島市より１俵）

・消毒薬（クレンテ）を１農家に１�配布（長崎県より）

実施月日
平成２２年４月２５日

平成２２年４月２９日

平成２２年４月３０日

平成２２年５月１日

平成２２年５月１０日

平成２２年５月１２日

平成２２年５月１４日

平成２２年５月１７日

平成２２年５月２４日

平成２２年６月２日

畜産農家の皆様へお願い
消毒薬（消石灰）の散布など、出入口付近の消毒の徹底をお願い致します。
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信
用
事
業
検
定
試
験

全
国
表
彰
！

高
度
化
・
多
様
化
す
る
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
適
時
・

的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
は
業
務
種

類
ご
と
・
階
層
別
の
検
定
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
で
職

員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
二
十
一
年
度
実
施
さ
れ
た
第
二
十

六
回
業
務
検
定
試
験
「
貯
金
・
為
替
業
務
」
に
お
い
て

浜
里
和
美
さ
ん
（
本
山
支
店
）
が
合
格
率
二
〇
�
と
い

う
難
関
を
突
破
し
、
全
国
八
二
三
名
中
九
位
の
成
績
で

見
事
合
格
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

浜里和美さん全国９位�
ＪＡバンク長崎中期戦略推進大会で試験主催
者の�協同セミナーから全国表彰を受けてい
る１コマです。

お
問
い
合
わ
せ
は
…

Ｊ
Ａ
ご
と
う
金
融
課

（
７２
）６
２
１
２
ま
で

ごとう13



編
集
後
記

旅旅
行行
セセ
ンン
タタ
ーー
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

デ
ッ
キ
や
パ
ー
ム
コ
ー
ト
や
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
図
書
館
）
で
の
ん
び
り
と
読
書
を
楽

し
ん
だ
り
、
船
内
に
あ
る
シ
ア
タ
ー
・
ラ
ウ
ン
ジ
で
映
画
や
シ
ョ
ー
の
見
学
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
何
で
も
揃
っ
て
い
ま
す
。
ク
ル
ー
ズ
客
船
は
単
な
る
輸

送
手
段
で
は
な
く
、
船
そ
の
も
の
が
目
的
地
の
ひ
と
つ
と
な
る
の
が
ク
ル
ー
ズ
で
す
。

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
日 時：７月２４日�

午前９時～午後５時まで

７月２５日�
午前９時～午後４時まで

場 所：本店特設会場
展示品：農機具・自動車・電化製品

眼鏡・補聴器・作業服など

お問い合わせは…
ＪＡごとう経済部 �（７２－６５８５）まで
お気軽にお尋ねください。

今
月
の
広
報
紙
は
、
子
ど
も

た
ち
が
大
活
躍
の
号
と
な
り
ま

し
た
。
今
月
号
で
紹
介
し
た
と

お
り
各
地
域
、
様
々
な
形
で
食

農
教
育
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
私

も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

私
も
取
材
を
し
な
が
ら
、
初

体
験
の
ト
マ
ト
狩
り
を
行
い
ま

し
た
。
収
穫
し
な
が
ら
取
れ
た

て
の
ト
マ
ト
を
食
べ
る
と
い
う

贅
沢
は
こ
れ
ま
で
味
わ
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
も

ま
た
初
体
験
。
取
れ
た
て
ト
マ

ト
の
お
い
し
さ
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

実
家
に
い
た
と
き
は
全
く
料

理
を
し
な
か
っ
た
私
で
す
が
、

こ
れ
だ
け
お
い
し
い
食
材
が
あ

る
と
、
さ
す
が
の
私
も
「
料
理

が
上
手
に
な
る
よ
う
に
頑
張
ろ

う
か
な
」
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。

（
田
上

幸
菜
）
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